
平成２７年 説明会

東吉野小水力発電のご報告

東吉野村小水力利用推進協議会



計画骨子１



計画骨子３



大正３年
つくばね発電所高圧鉄管と建屋

大正３年
つくばね発電所ヘッドタンク



１．概要 場所・位置図





現況写真１



取水口図



発電所付近図



発電所イメージ



船積を待つ発電機





発電所参考図



２．発電所緒元・工作物概要

１．発電所諸元

項目 諸元

最大出力（Ｋｗ） 82

最大使用水量（㎥/ｓ） 0.10

有効落差（ｍ） 105

水車 クロスフロー水車（シンク社）

２．工作物の概要

＊旧発電所跡の復活をめざした。

電気工作物 旧発電施設の利用状況

取水えん提 旧施設（村の旧簡易水道施設）を利用

取水口 頂部取水方式取水工を新設

沈砂地 取水口下流に新設

導水路 旧施設を撤去し、旧ルート沿いにポリエチレン管を新設(直径５０ｃｍ）

水槽 旧施設を撤去し新設

水圧管路 旧ルート沿いにポリエチレン管を新設(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管直径３０ｃｍ）

発電所・放水路 旧施設上流へ新設（建屋：木造・鉄筋コンクリート造）



流量計画



会社の設立
１．総会及び取締役会
（１）2014年10月29日（水）16：00より東吉野村役場会議室（吉野郡東吉野村大字小川９９番地）において、
総会及び取締役会を開催した。発起人（株主）に加えて設立時取締役、協議会・漁業組合関係者、マス
コミ・報道関係者等20名以上の参加により盛会となった。

（２）総会承認内容
①第１号議案 創立事項の報告 ②定款承認
③設立時取締役及び設立時監査役の選任
設立時取締役 中平 敬美 東吉野村漁業協同組合組合長
設立時取締役 杉森 公之祐 杉森林業代表 吉野中央森林組合理事
設立時取締役 中村 和次 ㈱ＣＷＳ 代表取締役
設立時監査役 宮髙 達也 市民生活協同組合ならコープ執行役員

（３）取締役会承認内容
①代表取締役選任 東吉野水力発電株式会社の代表取締役を森田康照とする。
②役付取締役選任 東吉野水力発電株式会社の社長を森田康照とする。
③本店の所在地の決定 東吉野水力発電株式会社の本店所在地を奈良県吉野郡東吉野村大字小７
０１番地とする。



事業計画概要
１．投資総額 ２．２億円前後

２．資金調達 市民ファンド ５２５０万円
銀行融資 １億７千万円前後

３．発電量（年間予測） ６１ＭｋＷｈ前後
４．売電金額（年間予測）２０００万円前後
５．当期剰余金（２０年間経過後年予測）

２００万円前後 みんなで構成する基金管理団体に寄付

６．保険によるリスクヘッジ
１）天災などの施設事故の補償
２）事故時の売電売上についての補償（上限あり）



＜工事推進体制＞

＜今後と出資のお願い＞

①この小水力発電で人々のつながりを広げ、林業再生・農産物加工品の栽培と販売・若い移住
者の力を引き出す。セーフティーネットの構築など村行政と村民が一体になった村の再生
の第一歩

②必要なことは、ひとりひとりの思いや決意であり、それが醸成されるようにみんなでがんばっ
ていく。

③みんなで共有化しアイデアを出し合いながら修正し、各地域の取り組みとして広げていけれ
ばと考える 。

④出資のご紹介 市民出資で資金の一部を集めていきます。

別紙パンフレットご覧下さい。

ご清聴ありがとうございました。

基本設計コンサルタント 迫田設計合同会社

水車・電気コンサルタント サンシルバテクノ技術士事務所（尾形先生）

設計会社 迫田小水力設計合同会社

自然公園法申請 迫田小水力設計合同会社・株式会社モリタ設計

砂防法・境界画定・測量 山本測量

地権者交渉・地元調整 株式会社モリタ設計・協議会

土木工事 冨田組

電気工事 ㈱マンヨー　　（株式会社日本小水力）

建屋設計 株式会社モリタ設計

建屋建築 ㈱マンヨー　　

工程管理 ㈱マンヨー


